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本
市
の
実
態
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。
平
成
24
年
10
月
現
在
の
生
活
保

護
認
定
世
帯
数
は
２
４
２
世
帯
、
３

１
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
帯
類

型
別
に
見
る
と
、
高
齢
世
帯
が
１
０

４
世
帯
、
１
１
０
人
、
母
子
世
帯
が

11
世
帯
、
30
人
、
障
害
世
帯
が
45
世

帯
、
61
人
、
傷
病
世
帯
が
59
世
帯
、

74
人
、
そ
の
他
の
世
帯
が
23
世
帯
、

40
人
と
い
う
状
況
で
す
。
ま
た
、
平

成
23
年
度
に
生
活
保
護
を
廃
止
し
た

世
帯
が
あ
る
反
面
、
生
活
保
護
に
関

す
る
相
談
は
年
々
増
加
傾
向
で
す
。

ま
た
、
生
活
保
護
年
齢
別
構
成
で
は

３
１
５
人
中
半
数
を
超
え
る
１
８
２

人
が
60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
生

活
保
護
世
帯
へ
の
相
談
体
制
は
、
訪

問
格
付
け
と
し
て
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
区

分
し
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
千
人
当
り
で
何
人
が
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
か
と
い
う
保
護
率

と
し
て
千
分
率(

パ
ー
ミ
ル)

で
標

記
し
、
全
道
の
市
平
均
で
33.　
８
パ

ー
ミ
ル
、
本
市
は
13.　
２
パ
ー
ミ
ル

で
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

総
務
文
教
委
員
会

保
健
福
祉
委
員
会

■
生
活
保
護
世
帯
の
実
態

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る
施

設
と
し
て
、
山
部
公
民
館
、
富
良
野

市
博
物
館
、
文
化
財
保
護
、
自
然
体

験
学
習
の
た
め
の
「
ふ
ら
の
森
の
教

室
」
と
い
っ
た
機
能
を
複
合
的
に
有

し
、
年
間
の
平
均
利
用
者
数
は
施
設

全
体
で
約
4
万
人
で
あ
り
、
地
域
住

民
は
も
と
よ
り
、
市
街
地
か
ら
、
ま

た
本
市
以
外
の
団
体
等
も
利
用
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
調
査
か
ら
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
は
積
極
的
に
多
く
の
事
業
を
実

施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
委
員
全

員
が
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
論
か
ら
本
委
員
会
で
は
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
が
情
報
発
信
と
体
験

や
学
習
を
充
実
し
継
続
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た

身
近
な
存
在
と
な
り
、
市
民
と
協
働

の
取
り
組
み
が
よ
り
円
滑
に
進
む
も

の
と
考
え
ま
す
。
こ
の
積
み
重
ね
に

よ
り
、
い
っ
そ
う
本
市
の
教
育
や
文

化
の
向
上
が
図
ら
れ
郷
土
へ
の
親
し

み
が
深
ま
る
も
の
と
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
調
査
に
よ
り
先
人
が
築
い

た
歴
史
や
文
化
な
ど
郷
土
に
関
す
る

資
料
を
集
積
し
、
い
ま
を
生
き
る
市

民
の
暮
ら
し
を
も
記
録
し
、
よ
り
多

く
の
人
々
に
伝
え
る
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
本
委
員

会
は
、
こ
の
よ
う
な
記
録
の
集
積
が

本
市
の
財
産
で
あ
る
と
捉
え
市
民
に

還
元
で
き
る
よ
う
意
識
し
、
今
後
の

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
一

度
は
訪
れ
富
良
野
の
「
人
・
自
然
・

歴
史
」
の
文
化
と
財
産
を
享
受
で
き

る
よ
う
情
報
の
発
信
と
還
元
の
仕
組

み
づ
く
り
を
願
う
も
の
で
す
。

　

今
後
の
生
活
保
護
に
対
す
る
本
委

員
会
の
意
見
と
し
て
、
１
点
目
が
傷

病
を
き
っ
か
け
に
生
活
保
護
の
開
始

事
由
が
多
く
、
普
段
か
ら
の
健
康
管

理
の
励
行
で
す
。
２
点
目
が
高
齢
、

障
害
、
傷
病
各
世
帯
が
多
い
状
況
で

す
が
、
自
立
す
る
た
め
に
働
い
て
い

る
方
々
が
66
人
も
お
ら
れ
、
委
員
会

と
し
て
も
想
定
を
上
回
る
努
力
と
し

て
受
け
止
め
ま
し
た
。
今
後
に
お
い

て
生
活
の
自
立
に
向
け
更
な
る
支
援

体
制
が
必
要
で
す
。
３
点
目
は
、
不

正
受
給
問
題
を
受
け
、
国
に
お
い
て

見
直
し
に
着
手
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、
何
ら
か
の
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
も
の
と
推
測
し
ま
す
が
、
今
後
に

お
い
て
こ
れ
ら
の
対
策
に
速
や
か
に

対
応
し
遺
漏
の
な
い
生
活
保
護
行
政

を
望
み
ま
す
。

生涯学習センター内の博物館視察

本市の生活保護実施概要


